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和薬の生産と流通

福田眞三 （福田眞次腐店）　 O 白井磯数 （国巌生薬鞠）

　和漢薬を とりまく種々 の 問題の 中で 、 生薬原料に関わる問題は重要な課題で あり、 その

うちの和薬の 生産 と流通の 現状を報告 したい 。

　漢方の 生産高は、1976 年の 95 億円で あ っ た もの が 、 1990 年に は 、 1657 億

円へ と の 伸びを示 して い る。

　これは 、 医療用エ キス 製剤の 伸張に おうところが大きい こ とは周知の事実で あり、これ

を予想された伸びとするか 、 予想を超すもの か 、 あるい は予想以下で あ っ たか は 、 それぞ

れの 見方として も、 漢方の 将来展望に と っ て 甚だ興味深い もの が ある。

　加えて 、 期を同 じくして、生薬製剤 、 ドリ ン ク剤、 医薬部外品 と 、 健康食品 と称する分

野に も大 きな拡が りをみせ 、 原料需要が大幅に増加したが定か なデータが見当 らな い
。

　こ の よ うな環境に あ っ て生薬原料の 市場は大きく拡大されたが 、 その 供給 ソ
ース の 大部

分を海外に依存 し、 和薬の 生産と流通 へ の 影響はさして大 きい もの では なか っ た 。

　原因と して は 、 急激な需要の 拡大に対応で きるだけの量的な基盤 の 不 足。 っ い で経済性

に 劣 っ た こ と 。 即 ち価格面で の 輸入原料 との 隔差が著 しか っ た こ とがあげられ よ う。

　 1977 年の 生薬原料国内生産量 15 ユ4 ト’
v 。 栽培面積 1693ha 。 1989 年の 生産

量 3469   。 栽培面積 3736ha を 、 ほぼ同時期の 漢方の 生産金額と比較 して みて 、そ

の 寄与の 程度が うかがえ る。 品目に つ い て は約 70 程度の 維持が され て い る。

　従来より特産品と して の 実績を持つ 、ニ ン ジン 、 オ ウ レ ン 、 トウキ 、 セ ンキ ュ ウ 、 シ ャ

クヤク等の 生産地 も輸出から内需に と順調に移行をで きた産地と、それに つ いて の 移行に

手間取う た生産地によ っ て その後の推移に大きな隔差を きた して い る 。

　生薬原料は 、 農産物の 中で も投機性の 強い 作物として 、 何年か の うちに 一
年 、 相場の 高

い 年が あれば採算が とれる とさえい われ て きたが 、 近 年の 農業事情か ら単年度の 採算が約

束 されない 品目は 、 営農品目か ら敬遠され る傾向が つ よ く、言い 変えれば農業事情に 余裕

が無 くな っ て きて い る。

　さらに 、 国内生産の 内容をつ め ると任意に栽培されて い た面積が減少 し、買取 りの 保証

されて い る契約栽培に 移行して きて い る。
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　 引取りだ け の 保証 と い うあい まい な約束で はなく作付時点で 価格の 約束され た 本来の 契

約栽培が着実に増加 して きて い る。

　 最近の 農業事情の 変化は 、 生薬原料栽培にみえる現象が特別の事情で はな く、高令化、

後継者難と 、 将来 に つ い て の 憂慮か らか、急速ta変化の進行を感 じる。

　 生産地側の 動向に 気が か り な材料が 見受け られ る中で 、 関係官庁をは じめ と して 、 識者

の 間で 生薬原料供給ソ ース と して の 国内生産へ の 注目が たか まりをみせ て い る 。

　 主務官庁で あ る厚生省において も増大する生薬原料事情をふ まえ 、 数年に わた る作業が

すすめ られ 、 国内栽培を対照に 「薬用植物栽培 ・品質評価指針」が近 く公布の 段階に入 っ

て お り、 又 、 国会議員 100 名以上で 構成 され る生薬産業振興議員連盟が 、 羽田 孜現大蔵

大臣を座長と して 熱心な勉強会が もたれており 、 厚生省、 農水省等行政面で の 実効を上げ

られ るよ う協力関係が作 り出されて い る。

　農水省に お い て も、　（財） 日本特殊農産物協会を通 じ、 過去十年間 、 継続 された薬用作

物モ デル産地育成事業の中で 従来か らの 生産地の 援助と、 併せ て 新 しい 生産地育成へ の 幅

広い努力は現在の 生薬原料の 国内生産に大きな影響を及ぼ して い る 。

　近 く、 国内生産 によ る経済性を含めた再生産可能なガ イ ドライ ン の 作成 も計画 され 、 関

係機関等へ の 提言を図 りたい として い る。

　東洋医学会に お い て は 、 貴重な種類の 保存に永年の 努力を傾け られ、そ の 業績は将来へ

の 資産 として 意義の 大きい もの となろ う。

　東京都 と、　（社）東京生薬協会との連携に よる栽培試験等 、 そ の 重要性が認識され 、 そ

れぞれの 努力が な され て い るこ とは大 きな希望の もて ると ころである 。

　具体的な品 目と して は、オ ケラ 、 キ ツ ソ ウ 、 オ ウ ゴ ン 、オ ウギ 、
ハ ン ゲ 、 ジォ ウ 、 ダイ

オ ウ 、 ゲ ン チ ア ナ等 々 の 試作を継続的に行な っ て きて いる。

　こ の よ うな貴重な基礎作 りが無駄に なる ことの な い よ う、 今最 も重要な こ とは需要家側

の理解と協力にかか っ て い る。

　漢方 ・ 生薬製剤等の 原料対策の 中に 国内生産を如何に 位置づ けるかが重要な鍵となる。

　安定 した品質 と、数量 の 確保を図る とき、龝苗、栽培技術 、 調整技術等の よ り確かな基

盤を構築 して 、 発展 に対応で きる原料ソ ース と し、 内側か らも、 外側か らもわか り易い状

況に して お くこ とが迫まられ て いる 。
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